キョウイク ヨウ ウェブ ページ ノ シンライセイ カクリツ ノ タメ ノ イチコウサツ by 清水 伸彦 et al.
Webページは誰でも簡単に作れ情報を発信できるが、常に新しい情報に更新することや、間違い
の修正を行うなど、作成者が内容の正当性を常に維持することが重要であり、その管理には多大な
労力を必要とする。また、内容の真偽を閲覧者が判断して活用するという特徴があるため、Webペ
ージを学習の手段として利用する場合、特に、その信頼性を常に確保しておくことがきわめて重要
である。そのためWebページの保守・メンテナンス作業を支援し、Webページ作成者の負担を軽減
させるシステムが不可欠である。
本研究では、作成したWebページを維持するのに必要な以下の4つのシステムについて、考察・
提案した。
 自動バックアップシステム
 Webページのマイナーチェンジシステム
 リンク集のメンテナンスシステム
 更新日付の自動告知
これによって、作業工程を自動化し、維持する労力を軽減させることが可能となる。
なお、本論文では、Webページの改ざんなどサーバー管理者によるセキュリティ対策、また、提
案するシステムへログインするための作成者によるセキュリティ対策の重要性を認識しつつも、そ
の対策には触れていない。
現在、パソコンやインターネットを中心としたIT（Information Technology）が話題となってい
る。当然、この技術は、教育分野にも影響を促し、遠隔教育やヴァーチャルスクールなどさまざま
な新しい教育モデルが出現している。アメリカでは在宅学習が進んでおり、一部の人しか利用して
いなかった在宅学習の人口が、インターネットの普及により増加し、インターネットを利用した通
信教育が定着している。日本においてもIT基本法をはじめとする情報インフラの整備が行われ、教
育面における情報化が進んでいる。
しかし、インターネット教育を行うサイトには、多くの課題が残っている。それは、Webページ
全体に言えることであるが、その内容が信用できるかという内容の真偽に関する問題である。特に、
Webページを利用した教育情報システムにおいては、閲覧者の信頼を得ることが極めて重要であり、
作成者はそのページの内容の正当性を常に維持するという責任がある。具体的には以下のような作
業があり、その作業を行うことにより、Webページ閲覧者の信頼を得なくてはならない。
はじめに
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 正確な情報を発信する。
 情報を更新する。
 バックアップをとり、不具合が生じた場合に回復を行う。
しかし、Webページの保守・メンテナンスは、HTMLファイルの作成とアップロードの繰り返し
であり、従来のプロセスでは多大な労力を必要とする。そのため、作成者に大きな負担がかかり、
十分な保守・メンテナンスを行うことができなかった。
本研究の目的は、教育を目的としたWebページ作成者が、自ら発信した情報に対する責任を果た
しやすくするためにオンライン上でWebページをメンテナンスする具体的で負担の少ない新しいシ
ステムを提案することである。
なお、本論文で使われている信頼性とは、一般的にコンピュータの世界で使われている信頼性で
はなく、Webページ閲覧者の信用を得ることである。その信頼性のための要件とは、常時アクセス
が可能であること、内容が正確であること、内容が常に新鮮であることである。
NUA社が公表している推計によれば、世界のインターネット利用者数は、2000年２月現在、約
２億7550万人に達している。また、国別の利用人口でみると、米国が１億630万人、ついで我が国
の2706万人となっている。各国・地域における人口に対するインターネット利用者の割合をみると、
10％を超えているのは25の国・地域となっており、全体的に、北欧と北米における普及率が非常に
高い。個人のインターネット利用率は、順調な伸びを見せている。（平成12年通信白書）
図１は、日本におけるインターネット普及状況である。年々加入者が増え2005年には7670万人に
達すると見られており、今後もインターネットを介したシステム利用が普及していくと思われる。
また図２は、世界の地域別インターネット普及率であるが、アメリカ・カナダの45.7％には及ば
ないが、日本の普及率は22.8％と世界でも高いほうであるといえる。特に図２のようにアメリカ・
カナダの普及率が非常に高い。なお、日本のインターネット普及率は世界13位である。
ただ接続環境は、国によって大きな違いがある。アメリカなどは、加入電話回線という低速回線
を利用している反面、韓国はDSL回線という高速回線が普及している。
日本は、2001年になり、ADSL・CATV・光ケーブルなどの常時接続高速回線が普及しつつあり、
急速にその利用が増えると考えられる。また、日本では携帯電話によるインターネット利用も整備
されており新しいインターネットの利用方法が普及している。
1.1 インターネットユーザーの増大
第1章　インターネット利用の普及
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図１　日本におけるインターネット普及状況
（平成12年通信白書）
図２　世界の地域別インターネット普及率
（平成12年通信白書）
日本は、欧米先進国に比べて教育基盤としてのコンピューターネットワークインフラが遅れてい
るといわれているが、1999年のバーチャル・エージェンシー「教育の情報化プロジェクト」報告が、
同年12月19日に、ミレニアム・プロジェクトに反映され、政府の情報教育に対する方針が決まり、
実施されることとなった。その内容を以下で紹介する。
このプロジェクトでは、小中高等学校の教育が対象であり、2005年を目標に、すべての学校から
インターネットにアクセスでき、教員および生徒がコンピュータを活用できる環境を整備し、授業
の在り方を根本的に変革することが目的となっている。初等教育という早い段階から情報教育を実
施することにより、子供たちの思考力・想像力・表現力をたかめ、情報通信社会に対応した育成を
行い、国民全体の情報リテラシーを向上させるということである。この施策を実現するための取り
組みは、ハード面では、すべての学級のあらゆる授業でコンピュータ及びインターネットを活用で
1.2 日本における情報政策
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きる環境づくりを推進すること。ソフト面では、教員の情報教育から始まり、地域、民間企業、関
係省庁と連携して情報化のサポート、教育用コンテンツの作成が挙げられている。しかし、その取
り組みには情報倫理やルール等の教育の実施や、現在、アメリカにおいて行われているホームスク
ールなどのインターネットを利用したヴァーチャル空間における教育を行うことによって懸念され
る、社会体験の不足、人間関係の形成、現実感の喪失など心の教育への取り組みが課題となっている。
このプロジェクトのスケジュールでは、2001年度までにすべての公立小中高等学校がインターネ
ットに接続し、2002年度に国内外の子供たちの参加による、インターネットを活用したフェスティ
バルの開催。2005年度を目標にすべての学級において教員・生徒がコンピュータを活用できる環境
の整備となっている。
また、2000年11月以降、21世紀のIT政策の指針が相次いで国民に示された。IT基本法とIT戦略
である。この２つの指針によって、政府はどんなIT国家を目指し、また国民はどんな恩恵を受ける
のか。国民に身近な通信インフラと電子政府構想が示された。ここでは、インターネットを活用し
た新しい教育システムに不可欠な通信インフラ構想について述べる。
2001年１月６日、IT基本法が施行された。IT基本法は、正式名称を「高度情報通信ネットワーク
社会形成基本法」といい、35の条文から成り立っており、「すべての国民が高度情報通信ネットワ
ークを容易に、かつ主体的に利用でき、その恵沢を享受できるようにする」ことを目的としている。
このIT基本法は劇的な社会構造の変化に対応するために、重点計画については具体的目標と達成
期間を定めているのが大きな特徴である。ITの世界は、１年が５,６年の速さで進むことから、こ
のIT基本法も３年以内に社会の変化に応じた改正を施すことも明記している。また、IT基本戦略で
は、今後５年以内に、1000万世帯に光ファイバー網を利用した超高速インターネットを、3000万世
帯にＤＳＬやＣＡＴＶを利用した高速インターネット環境を整備することを記している。このよう
にIT基本法とIT基本戦略は、21世紀の日本におけるIT政策の柱となっている。
インターネットがこれほどまでに取りざたされた理由の１つは、その徹底した開放性が挙げられ
る。それまで一般に利用されてきたコンピュータ・コミュニケーションといえば、BBSが運営する
パソコン通信が代表的であった。ここでも電子メールやフォーラム形式の電子掲示板、データベー
スなどが提供され、電話、新聞などでは得られにくい即時性や双方向性を実現するものとして注目
されてきたが、パソコン通信はその構造上、特定の会員のための限られたネットワークでしかなく、
ネットワーク間を横断的に接続して無限大に近い開放性を実現するインターネットに比べれば、閉
鎖的であった。
インターネットはネットワーク間の垣根を越えたところにその存在価値がある。ホームページと
いう世界共通のインターフェースによって、文字と映像と音声が一元的に扱われ、どんなに個人的
な情報でも誰にでも同時に無料で提供できるようになっている。言語の壁さえいとわなければ、国
内外を意識することなく世界中のデータベースから情報を引き出せるというグローバリティを享受
することができる。
しかし、利便性が高まった一方で、インターネットが社会の仕組みそのものにまで深刻な影響を
2.1 信頼性への疑問
第2章 Webページの信頼性
教育用Webページの信頼性確立のための一考察48
及ぼしつつある。インターネットは情報の宝庫であり、いつでも手軽に素早くほしい情報を探して
くることができる。経済的負担も少ない。しかし、同時に真偽のあやふやな情報も数多く蔓延して
いる。何の規制も受けることなくどんな情報でも自由に発信できるのがインターネットの大きな魅
力になっている反面、それがゆえに引き起こされる誤解も多いはずである。愉快犯による虚偽の
Webページも存在する。
その他にも、不正アクセスによってコンピュータ・ネットワークに侵入する事件が多発している。
2000年には、ホームページの改ざんが目立った。これは、管理者のセキュリティ対策が問題となる
が、強固なセキュリティ対策を施しても100％ということはない。サーバーがダウンしてしまった
ら、Webページなどは、見ることができなくなってしまう。
また、Webページの情報は、作り手に一任されている。そのため、Webページの更新頻度は、作
成者によるため、その情報がいつの情報であるか、正しい情報であるのか見極めなくてはならない。
また、Webページの特徴の1つとしてさまざまなページとリンクしていることが挙げられる。教育
におけるインターネットの効果的な利用法の1つとして情報検索があるが、その情報を探す方法と
して、検索サイトやリンク集がある。しかしこれらを利用し、得たい情報を見つけても、次回この
Webページを見に行ったときに、同じURLにWebページが存在するかは、保証できない。
このように、Webページは情報の宝庫であるが、信頼性において欠けている面がある。Webペー
ジの情報を信頼するかはWebページを見にきている人が、判断するしかない。内容が正確ではなく、
閲覧者に信用されないことは、教育コンテンツとして最大の課題となる。
Webページの作成者は、情報を発信したならば、発信した情報に対して責任があり、見にきたユ
ーザーの信頼を得られるように責任を果たさなくてはならない。特に、Webページを教育目的に利
用しているサイトでは、その責任は、十分に果たさなくてはならない。
しかし、Webページの更新や変更は、その作成とアップロードの繰り返しであり、作成者にとっ
ても大変な作業である。そのため、作成者が、Webページを保守・メンテナンスしやすいシステム
が必要である。
Webページの信頼性を確保するためには、以下の３点が必要である。
 常時アクセスが可能であること
 内容が客観的に正確であること
 内容が常に新鮮に保たれていること
アクセス可能、すなわち常時アクセスが可能であるとは、何時でもそのURLに行けば、情報が得
られるということである。クラッカーに改ざんされた場合やサーバーが壊れたときなどは、Webペ
ージのデータも壊れてしまっている可能性がある。そのため、サーバーが復旧してもWebページを
復旧することはできない。その対策として、作成者は、常時バックアップを行い最新のデータを持
っている必要がある。
内容が客観的に正確であるとは、情報が正確であるということである。Webページは、人が作る
ものである限り、内容に不正確さが生じることもある。しかし、情報を正確に維持することが作成
者の責任であり、間違いに気が付いたり、指摘された時は、即座に修正を行わなければならず、そ
2.2 課題に対する対応
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のためには、何時でもWebページを修正することができる環境が必要である。
内容が常に新鮮に保たれていることとは、Webページにおいて、情報の更新と更新日付の告知が
大切であるということである。Webページの情報が、いつ作られたのか、いつの情報であるかがは
っきりしなければ、閲覧者は、情報に対して不安が生じる。また、新しく作ったページをわかりや
すく表示させることにより、更新していることを知らせることができ、ユーザーの信頼を得ること
ができる。HTTPでは、GET要求でページをWebサーバーから取り寄せる際に、オプションでif-
modified-sinceと日付を指定することにより、指定したURLがそれ以降に更新されているときに限
り、ページを取得する機能がある。従って、常に作成者は新鮮さを保たなければ閲覧者が見てくれ
なくなる。
しかし、Webページの更新や、メンテナンスは、作成者にとって大変な作業である。
そのため、作成者の負担を軽減するWebメンテナンスシステムが必要となる。本文で提案するシ
ステムは、オンライン上でメンテナンスを行うことにより、従来の方法よりもメンテナンスを容易
にしている。
図３はシステムの一覧である。本システムは、バックアップシステム、Webページのマイナーチ
ェンジ、リンク集のメンテナンス、更新日付の告知という４つの面からWebページのメンテナンス
を考えたシステムである。
図３　Webメンテナンスシステムの一覧
パソコンが壊れたり、調子が悪くなったり、誤ってファイルを消してしまったりなど様々な要因
でファイルが無くなってしまうことがある。そのため、作成したファイルはバックアップを定期的
3.1 自動バックアップシステム
第3章 課題解決のための新しい
Webメンテナンスシステムの構成
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に行う必要がある。
従来のバックアップの方法は、
 コンテンツ作成時にデータをハードディスクなどの記憶装置に保存する。
 UNIX環境のcronを使って一定した日時に、サーバー上に保存する。
という方法であった。従来の手段では、後述するWebページのマイナーチェンジやリンク集の登
録でコンテンツの更新を行った際に、すぐにバックアップをすることができない。そのため、その
間にファイルが消えてしまったら更新した箇所のリストアを行うことは出来なかった。
これに対し、本Webメンテナンスシステムにおけるバックアップシステムは、オンライン上でバ
ックアップシステムを起動し、サーバー上に保存することにより、更新直後にバックアップをとる
ことができるシステムである。サーバーにバックアップを取得後に、サーバーが壊れたことを踏ま
え、別のメディアにバックアップを取る必要はあるが、これにより、常に最新のバックアップデー
タを確保することができる。
図４は、バックアップシステムの概要である。Webページのプッシュボタンをクリックすること
により、スクリプトを起動し、サーバー上にファイルを圧縮保存する。また、バックアップをした
日時を確認するために履歴ファイルを作成し、そのファイルに取得日時を入力する。これにより、
バックアップをとった日を確認することができ、バックアップ管理も行うことができる。図5はバ
ックアップシステムのWebページである。
本システムの特徴は、Web上でバックアップシステムを起動できるため、マイナーチェンジシス
テムにおける修正にも対応し、また支障が発生したときにも最新のデータでリストアを行うことを
可能にした事にある。
図４　バックアップシステムの概要
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図５　バックアップシステムのWebページ
Webページを運営していると、新しいページを追加するだけではなく、既存のページの一部を変
更することや不必要なファイルを消去したいことがある。
Webページのマイナーチェンジとは、コンテンツの更新や修正など既存ファイルを変更すること
である。
これらの作業をオンライン上で行うことにより、緊急な修正が必要な時にWebを閲覧できる環境
があれば、どこにいても修正することができる。また、わずかの修正でアップロードを行う必要が
なく、Webページ作成者の負担を軽減することが可能となる。
なお、本論文では、このシステムを利用する際のセキュリティ対策には触れていないが、作業を
行うWebページにアクセスする際の認証システムは必要である。
3.2.1） テキストエディタによる修正
従来、Webページの修正はHTMLエディタなどでファイルを修正しアップロードする方法であっ
た。しかし、この方法では、ファイルをアップロードしなくてはいけないため、緊急の修正が必要
な場合に適していない。そこで、本システムにおけるオンライン修正では、Webサーバー上に保存
されている編集したいファイルをWebページ上から指定し、そのデータを用意されたフォーム上に
表示することにより、オンライン修正ができるシステムとした。そのため、Webに接続できる環境
であれば場所を選ばず修正することが可能となる。
図６は、テキストの修正を行うWebページである。ファイル名欄に、編集したいファイル名を入
力することにより、下部のフォームにファイル内容が表示される。表示されたファイルを編集し、
書き込みボタンをクリックする。これにより、編集された内容が保存される。
3.2 Webページのマイナーチェンジシステム
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図６　テキスト修正を行うWebページ
3.2.2）ファイル操作
Webページを公開していると必要が無くなったファイルができる。必要ないファイルが増えてく
るとサーバーの容量が増大し、またWebページを管理する面でも分かりにくくなる。
従来は、telnetなどでログインし削除を行っていたのに対し、本ファイル操作システムでは、
Web上からディレクトリ内のファイル名を変更、ファイルの削除・表示を行うことにより、ホーム
ディレクトリの整理を行い、作成者にとって管理容易なページ構成にすることが可能である。
図７は、ファイル操作を行う際に表示されるWebページの流れである。
図７　ファイル操作の流れ
まず、操作したいファイルが置かれているディレクトリを指定する。ディレクトリを指定すると、
そのディレクトリ内のファイル一覧が表示される。ファイル一覧にはファイルを選択する時にわか
りやすいようにファイルの大きさなど必要な情報も表示する必要がある。ファイルを選択すると図
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ディレクトリの指定�
操作ファイルの指定�
指定したディレクトリ内の�
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表示� 消去� 名前変更�
８のような操作画面が表示され、ファイルの表示、削除、ファイル名の変更を行うことができる。
図８　ファイルを操作するWebページ
Webページの最大の特徴は、世界中のWebページがリンクされていることにある。これにより、
閲覧者は、さまざまなページを容易に検索し見ることができる。しかし、リンクされていないペー
ジを探すことは困難である。そこでWebサイトには検索サイトやリンク集など閲覧者が情報を探し
やすいようなページが用意されている。
しかし、Webページ作成者にとってリンク先が多くなるほど、その都度ソースファイルを開き追
加する必要があり負担が大きい。そのためリンク先を容易に登録できるようにする必要がある。
Web上でリンク先を登録することにより、ソースにHTMLのタグを書く必要がない。またURLやタ
イトルなどを入力するだけでリンク集にリンク先が登録される。
また、リンク集メンテナンスの負担の１つに、リンク先が作成者の都合で別のURLに移動し、リ
ンクが切れていた場合に、リンクの解除やURLの変更を行うことにある。この作業は、リンク先が
多いほど大変なものとなる。また常にリンクされているかどうかを確認するのに時間と手間がかか
る。
そのため、ここで提案するリンク集のメンテナンスでは、
 Web上でのオンライン登録
 リンク先が切れていないかの監視
 切れていた場合にWebページを探す手がかりとなるリンク先トップページの保存
という３つのシステムを組み合わせることによりリンク集のメンテナンスを容易にした。
図９は、リンク集のメンテナンスページである。
リンク集の登録では、メンテナンスページのリンク集登録にタイトルやURLを入力する。また、
このシステムでは同じテーマごとにカテゴリで分類しているため、登録先カテゴリを選択し登録ボ
3.3 リンク集のメンテナンスシステム
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タンをクリックすることによりカテゴリ別にリンク先データが登録される。
次に、保存ボタンをクリックすることにより、登録したリンク先トップページのHTMLファイル
を保存することができる。
リンクが切れていないかの監視では、リンク先データがカテゴリ別に保存されているためチェッ
クするカテゴリを選択し、カテゴリごとのURLデータを読み込み、リンク先が存在するかを判断し、
その結果をWebページとして表示する。図10は、リンク先が存在しないと判断された場合に表示さ
れるWebページである。
これらのメンテナンスをWebページ上でスクリプトを用いて行うことにより、従来よりもメンテ
ナンスにかける労力と時間を大幅に短縮することができる。
図９　リンク集メンテナンスWebページ
図10 リンク先が存在しないページ一覧
Webページ更新の告知は重要である。更新日時を表示することによりWebページを見に来たユー
ザーに新しく作成したページを紹介でき、また更新ペースを守ることにより更新された情報がいつ
のものか知らせることができ、情報や運営者の信頼性を高めることができる。
通常の告知方法としてWhat's  New（最新の更新情報）というページを作り知らせる方法がある。
3.4 Webページ更新の自動告知
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しかし、この方法では更新するファイルを作成する他に、What's Newページのファイルにも更新
情報を記述し更新しなくてはならない。また、それだけでは不十分である。最終更新日時と更新さ
れた目次にNewというアイコンを表示し、閲覧者にとって更新された情報がわかりやすい親切な
Webページをつくる必要がある。
本システムでは、従来、手作業であったその更新作業を以下の方法で自動化した。
日付の更新は、
 Webページ上の全ファイルの更新日時を確認
 一番新しい更新日時を最終更新日時として表示
Newの表示は、
 最後に修正されてからの日数を取得
 取得した日数が指定した日数よりも小さい場合、ファイルが新しいと判断
 新しいファイルのリンク元にNewアイコンを表示
図11は、更新日付を告知したWebページである。トップページに最後に修正した日時を表示する。
また、Newの表示では、ファイルが最後に修正された日数を取得し、指定した日数、たとえば14日
と指定すると、2週間Newアイコンをリンク元に表示させることができる。これにより閲覧しにく
るユーザーにとって親切なページとなる。
図11 更新日付を告知したWebページ
インターネットを活用した学習は、今後ますます重要性を増すことは言うまでもない。しかし、
Webページを教育目的に利用する場合、Webページの信頼性の確立が、何よりも重要である。
Webページ作成者は、信頼できるWebページを作成するという責任があり、見にきたユーザーに
信頼と共に合わせて、正確性・新規性も同時に提供する責務がある。本来、ネットワークは、匿名
性が受け入れられ普及した一面があり、Webページによって損害を受けた場合、責任の所在は情報
の受け手にあるが、最低限、Webページ作成者は、信頼を得られるように努力しなくてはならない。
第4章　本研究の成果と今後の課題
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信頼を得るためには、常に正確で新しい情報をWebページに保持しておかなくてはいけないため、
多大な労力が必要である。
本論文では、提案した４項目からなるWebメンテナンスシステムを開発することにより、Webペ
ージのバックアップ、修正等がインターネット上で容易に行えることを提案し、その基本的機能の
確認を行った。
Webメンテナンスシステムの最終目的は、Webページをオンラインで完全に管理することである。
現段階のメンテナンスシステムは、いまだ未完成であり、Webページ運営者がWebページを管理す
る際に必要な追加機能が他にもある。
まずバックアップシステムでは、Webページのバックアップを行うことはできるがリストアする
ことができないのでリストアの機能を追加する必要がある。
Webページのマイナーチェンジ機能は、マイナーチェンジには適しているが、初めから作成する
場合、機能的に不足である。具体的には、ファイル操作においてファイルのコピーやパーミッショ
ンの変更、ファイルの移動などの追加を要する機能や、また同じようにディレクトリの操作も必要
となる。
リンク集のメンテナンスでは、リンク先が切れているか判断するのにWebページで表示させて確
認しているが、同時にメールで作成者に配信すること。また、自分のページ群から外へのリンクを
自動的にリストアップしてくれ、それらに対するリンク切れなどを監視するシステムが必要となる。
また、最近では、CVS（Concurrent Version System）を用いて、Webページの「ひな型」ファイ
ルの呼び出しシステムとしても活用されている。この技術を本Webメンテナンスシステムに利用す
ることも考えられる。
今後さらに、上記システムを含めた総合的システムとして開発していく必要がある。また、メン
テナンスするページにログインする際のセキュリティの強化が、重要な課題である。
これらを含めて、より完全なシステムを構築していく予定である。
Webページは、情報を伝える手段として、ますます発展していくと考えられる。IT基本法、情報
機器の高性能化により、さらにその重要性を増していくだろう。Webページの信頼性は、現在の所、
未だ確立されているとはいえない。インターネット教育が進むにつれ、信頼性確立は、ますます中
心的課題となっていく。情報を得るユーザーが虚偽の情報に惑わされないことも大切であるが、
Webページを作成・発信する側の責任も重い。
Webページを公開したならば、日々のメンテナンス、更新は当然、作成者にとって、大変な作業
となるだけに、Webページの保守・メンテナンスの時間をかけずに行えるシステムが必要である。
本Webメンテナンスシステムは、Web上でメンテナンスを行うシステムであることが特徴である。
従って、メンテナンスに要する時間を大幅に短縮できる。また、Webの閲覧が可能な環境であれば、
作成者の労力・負担を削減しながら情報の更新ができるため、容易にメンテナンスを行うことがで
きる。
本システムによって、Webページの信頼性が向上すれば幸いである。
なお、東京情報大学木ノ内康夫教授、水谷正大教授には、多くの助言を頂いた。ここに深く感謝
の意を表します。
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